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【新規申込み企業の紹介】 

〈福 島 市〉○株式会社つながるファーム   

〈川 俣 町〉○有限会社カミノ製作所  

〈二本松市〉○有限会社未来テレトピア 

〈本 宮 市〉○株式会社アサヒビールコミュニケーションズ福島支店 

★ 今後とも、家庭教育の推進と子どもたちの健全育成のためお力添えをいた

だきますよう、お願いいたします。 
 

 

県北の家庭教育応援企業通信 

発行所 

 福島県教育庁県北教育事務所 

  福島市杉妻町2番1６号 

  電話024-521-2814 

発行者   有 賀 仁 一 

家庭教育応援企業としての御支援と御協力ありがとうございます 

＜福島市＞ 福島ヤクルト販売株式会社、大槻電設工業株式会社、福島信用金庫、佐藤工業株式会社、 

朝日システム株式会社、東開工業株式会社、社会医療法人秀公会、株式会社福島銀行、 

株式会社ダイユーエイト、株式会社大丸工務店、株式会社東邦銀行、株式会社山川印刷所、 

株式会社日進堂印刷所、公益社団法人福島県森林･林業･緑化協会、第一温調工業株式会社、 

協和ボーリング株式会社、株式会社トーネット、株式会社トーネットコーポレーション、 

株式会社三本杉ジオテック、株式会社オノヤスポーツ、株式会社日新土建、 

株式会社クリーンテック、株式会社環境分析研究所、株式会社こんの、 

一般財団法人大原綜合病院、株式会社阿部紙工、株式会社光和設備工業所、 

シオヤユニテック株式会社、福島酸素株式会社、株式会社クリフ、内池醸造株式会社、 

株式会社アポロガス、社会福祉法人けやきの村、福島民友新聞株式会社、株式会社ジェンツ、 

生活協同組合コープふくしま、渡辺エンジニアリング株式会社、株式会社福島民報社、 

福島ガス株式会社、社会福祉法人陽光会、きらり健康生活協同組合、北芝電機株式会社、 

アース株式会社、株式会社エイティック、有限会社西坂製作所、福島カラー印刷株式会社、 

福島鈑金工業株式会社、有限会社佐戸川ダクト鈑金工業所、株式会社サン･ベンティング福島、 

株式会社倉島商店、東北電力株式会社福島支店、イーコンセプト株式会社福島支店、 

株式会社モリヨシ技研、社会福祉法人ライフ･タイム･福島、コバックス株式会社、 

（次ページへ続く） 



令和元年5月27日       県北の家庭教育応援企業通信        第18号（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限会社テレサ、株式会社ライフロール、渋谷レックス株式会社、中央設備株式会社、 

協三工業株式会社、株式会社古俣工務店、株式会社福島製作所、ミライズ株式会社、 

株式会社キスキ、株式会社沖データ福島事業所、株式会社高槻、株式会社エー水技研、 

新広建設株式会社、株式会社ももがある、有限会社やない製麺、福島エナメル工業株式会社、 

有限会社櫻井運送、株式会社丸福織物、社会福祉法人北信福祉会、株式会社シンワ、 

株式会社銀嶺食品、株式会社ユアテック福島支社、株式会社旭電化、有限会社アネスティ、 

ふくしま未来農業協同組合、株式会社フクセツ、株式会社信濃屋、有限会社 幸 、 

文化設備工業株式会社、富久泉工業株式会社、株式会社ユミヤマ、サンヨー缶詰株式会社、 

採用と教育研究所、特別非営利活動法人チームふくしま、高野精器有限会社、 

福島ネオ工業株式会社、宮本技研工業株式会社、寿建設株式会社、株式会社小島建築設計事務所、

株式会社山一木原商店、ダイハツまつかわ、大久自動車販売株式会社、 

株式会社デイリーサービス、税理士法人ケーエフエス、株式会社ケーエフエス、 

株式会社ＫＦＳライフ設計、株式会社つながるファーム 

＜川俣町＞ 株式会社川俣町農業振興公社、株式会社小林、株式会社誉田、有限会社大善自動車整備工場、 

株式会社渡辺機械、有限会社藤野機工、有限会社丸信モーター、有限会社川俣クリーンホープ、

有限会社カミノ製作所 

＜伊達市＞ 富士通アイソテック株式会社、公益財団法人仁泉会、株式会社ナプロアース、 

社会福祉法人慈仁会、社会福祉法人信達福祉会、三和石油ガス株式会社、株式会社新栄製作所、

常興工業株式会社、大沼林産工業株式会社、有限会社光陽スタジオ、伊達物産株式会社 

＜桑折町＞ 福興産業株式会社、曙ブレーキ福島製造株式会社、株式会社三栄精機製作所、渋谷建設株式会社、

根本建設株式会社、社会福祉法人緑風福祉会、一般財団法人桑折町振興公社 

＜国見町＞ 公立藤田総合病院、株式会社国見メディアデバイス、株式会社荏原風力機械国見工場、 

有限会社斎藤建設、株式会社福梁製作所、株式会社樋口屋商店 

＜二本松市＞ 株式会社丸や運送、二本松信用金庫、医療法人辰星会、株式会社オウジ、株式会社野地組、 

人気酒造株式会社、福島ルビコン株式会社、株式会社協栄製作所、福島タカラ電気工業株式会社、

高橋電機株式会社、株式会社東北東海、南電設株式会社、株式会社東昇コンサルタント、 

株式会社菅澤建設、株式会社富樫縫製、カルソニックカンセイ福島株式会社、 

有限会社未来テレトピア 

＜大玉村＞ 株式会社三和製作所、株式会社富士ピー･エス東北工場、パーフェクトン株式会社、 

おおたま村づくり株式会社、公益財団法人ふくしまフォレスト･エコ･ライフ財団 

＜本宮市＞ アルス株式会社、株式会社光大産業、東北協同乳業株式会社、株式会社イワキ、 

株式会社マインド、川名建設工業株式会社、株式会社東北電設、コバテック株式会社、 

有限会社菅野自動車整備工場、有限会社武田産業、有限会社飯田製作所、株式会社ヨシハラ、 

有限会社佐藤工業、株式会社相原製作所、福島エーアンドエーブロイラー株式会社、 

株式会社アサヒビールコミュニケーションズ福島支店 

【県北の家庭教育応援企業／１７３社（R元.５. 現在）】 
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 企業の皆様には、「職場の家庭教育推進」「生活習慣向上の取組」「学校行事への参加促進」「職場見学・体験

の実施」「地域行事への協力・支援」など家庭教育を応援いただいております。今回は、有限会社カミノ製作

所（川俣町）、株式会社アサヒビールコミュニケーションズ福島支店（本宮市）、株式会社古俣工務店〈福島市〉

の取組を紹介します。 

有限会社カミノ製作所 

○社員食堂の設置 

核家族化や共働きなど、昨今の社会情勢の変化により、家庭の食生活に様々な影響がみられるように

なっています。弊社でも、朝食を抜いたり、昼食を既成食品で済ませたりする社員の姿がありました。 

 

日々の食事は社員1人1人の健康に直結するものです。社員の健康は、弊社にとって何にも勝る宝物

です。そこで、食事の面から、社員の健康をサポートしたいと考え、昨年６月、スプリング事業部の移

転に伴い、新工場内に社員食堂を設置しました。 

 

・地域在住の齋藤さんを調理担当のパートとして採用。 

・齋藤さんが地元で生産している米や野菜を食材として使用し、地産地消を実現。 

・野菜は無農薬栽培で生産されたもの。それを当日の朝に収穫し、昼食の食材として使用。 

・献立は野菜の生育状況や従業員の希望に応じて齋藤さんが自由にアレンジ。 

・昼食代は、福利厚生の一環として弊社が一部負担し、従業員負担は１食３００円。 

 

社員食堂の利用は強制ではありませんが、全員が社員食堂を利用しています。齋藤さんの手作りの食

事は、温かくて栄養が豊富で、愛情がつまっているからだと思います。 

 

社員食堂にみんなが集まって話をしながら食事をするので、社内の笑顔が増えました。また、昼食の

メニューを参考にしたり、齋藤さんに旬のものを使った簡単レシピを教えてもらったりして、家庭での

食事に取り入れる社員も見られるようになりました。 

 

何かと慌ただしい毎日ではありますが、可能な限り、手作りの食事を家族でとることが、子どもたち

の健全な成長に不可欠であると考えています。また、添加物が身体に与える影響や食事で体が作られて

いくことを親の世代にも、理解してもらえればよいと思います。弊社の社員食堂の実践が、各家庭の望

ましい食習慣の形成に結びついていくことを願っています。 
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株式会社アサヒビールコミュニケーションズ福島支店 

１．イベント名：親子で楽しもう！！カルピスイベント 

２．日時   ：2019年3月2日(土)、3日(日) 

３．場所   ：アサヒブルワリープラザふくしま（アサヒビール福島工場内） 

４．実施内容 ：ミニ講座→工場見学→カルピスを使ったドリンクづくり→試飲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アサヒビール福島工場では、一般見学の他にファミリー向けの見学イベントを展開しています。 

中でもこのカルピスイベントはとても人気があり、今回も多くのご家族の皆様に参加していただきま

した。 

世代を超えて親しまれている「カルピス」の誕生ストーリーや、「カルピス」が何からできているの

かなど、楽しいクイズを交えたミニ講座で「カルピス」の魅力をお伝えすると、皆さん、興味津々でお

話を聞いてくださっていました。 

工場見学後の試飲の時間では、お子様にはカルピスを使ったドリンク作り、大人の方にはカルピスを

使ったビアカクテルの試飲をお楽しみいただきました。皆さんの楽しそうな笑顔があふれるイベントと

なりました。 

これから迎える夏休みなどさまざまなファミリー行事に合わせ、工場見学でもイベントを開催する予

定です。 
 
 
 
 
 
 
 

 

試飲風景 

 

カルピスづくり 

 



令和元月5月27日      県北の家庭教育応援企業通信        第18号（5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 古俣工務店 

川俣小学校では、環境教育の観点から以前よりビオト－プの整備を考えていたようです。川俣町七曲

地内の砂防ダム工事現場事務所の近接地にビオト－プを整備する適切な場所があったため、当社工事事

務所長の大橋孝志に相談があり積極的にお手伝いをする旨を伝え整備に至ったものです。 

 

ビオト－プとは（大変簡単ですが。） 

自然の水草や水生植物とプランクトン、小さな魚に昆虫の幼虫、昆虫などが一つのつながりの生態系。

また、食物連鎖を維持している自然体の水辺。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

極力自然に近い形で、池は３月初旬に排
水口も含め完成した小さな池ですが、最近
撮影した写真にカルガモ二羽が飛来して
おりました。（小さくて見づらいですが） 

 

川俣小学校だより「大志」（平成31年1月号）より 

家庭教育を充実させていくためには、家庭や地域だけでなく、企業の取組の推進が益々求められてい

ます。各社の素晴らしい取組を発信し、広く紹介して参ります。随時受け付けておりますので、家庭教

育のより一層の充実のため、ぜひ、取組の様子を御報告ください。 

 


